
鶴岡市におけるバイオクラスター形成に向けた取組について
資料２

１．研究環境基盤の整備・運営

鶴岡サイエンスパーク

・高等教育機関や研究機関、 ベンチャー

企業等18団体が入居

・バイオベンチャー企業の研究開発、

事業化の加速化を支援

・慶應・県・市の三者協定に基づき支援

・今年度より第６期目協定が開始

協定式の様子

慶應先端研の研究教育活動への支援 市先端研究産業支援センターの整備 新産業用地の開発

R4.11より供用開始した新棟

『高校生バイオサミッ
トin鶴岡』など、学生
等を対象にしたイベン
ト支援



２．市民の健康づくりへ展開

鶴岡みらい健康調査セミナーの様子

・鶴岡市立荘内病院と国立がん研究センター東病院

で医療連携に関する協定書を締結

「がん相談外来」 開設

オンライン診療システム 整備

遠隔アシスト手術 実施

職員研修 実施

地域医療の高度化

・市民約１万人の協力のもと、新たな予防法の開発・健

康づくりの実現を目指す

・調査成果の還元として、市民向けセミナー「鶴岡みらい

健康調査セミナー」を開催

次世代がん地域医療モデルの構築 鶴岡みらい健康調査の推進



３．情報発信・交流促進

鶴岡サイエンスパークまつりの様子

・令和５年11月4日（土）初開催

・鶴岡サイエンスパークを一般開放し、研究内容や取組・研究がもたらす

未来に触れることができる市民向けイベント

・当初目標の2倍である約2,300名が来場

・令和６年11月2日（土）開催

鶴岡サイエンスパークまつり



製造品出荷額等（Ｒ４）

５,８３６億円（県内１位）

粗付加価値額（Ｒ４）

３,８２６億円（県内１位）

７月26日に公表された2023年経済構造実態調査（経済産業省）において、令和４年の鶴岡市
の製造品出荷額等が前年の4,599億円から1,277億円増加し、県内順位も前年の３位から１位に
なりました。

製造品出荷額等が県内１位に
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